
6362

第１節 公益性の高い森林の保全

（資料：林政課）

（資料：林政課）
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現状と課題

○群馬県の森林面積は42万５千ha、県土面積に占める割合は67％で、森林面積、森林率とも関東地方で

はトップとなっています。

○しかし、過疎化・高齢化等により、森林整備の担い手が不足するとともに、奥山や地形的要因などによる

条件不利な森林では、森林整備が遅れています。

○間伐面積の７割以上が切捨間伐であり、伐採した木が林内に放置されている状況です。地域資源である

県産木材を有効利用するためには、効率的に素材生産を行うための基盤整備が必要です。

○近年、集中豪雨が頻発する中、森林が有する公益的な機能を適切に発揮させていくためには、予防治山

の推進等、山地災害の未然防止策を進めていくことが重要です。

○森林環境問題に注目が集まる中、県民の森林づくりへの関心が高まり、森林活動への参加を希望する人

が増えてきており、多くの人が気軽に森林整備に参加できる場づくりが必要です。

○林業経営の成り立たない経営条件が不利な森林に対しては、「ぐんま緑の県民基金事業」等により森林

の整備・保全に努めます。

○森林の土砂災害防止機能を維持増進させるため、治山施設整備や治山事業による森林整備を推進しま

す。

○公益上重要な森林を保安林に指定するとともに、無秩序な森林の伐採や開発を防止します。

○森林施業の集約化を進め、利用間伐の促進を図ります。

○森林環境の保全と森林資源の適正利用を図るため、森林経営計画が策定された森林内における林道・作

業道整備を推進します。

○松くい虫から守るべき松林を保全するとともに、「ナラ枯れ」の早期発見及び被害拡大防止を図ります。

○森林病害虫及び気象害等の被害を受けた森林の再生を図るとともに、林野火災を未然に防ぐため、県民

の予防意識向上を図ります。

○「森林ボランティア支援センター」において、情報の収集・発信や技術指導、森林整備作業器具の貸出し

など一体的なサポートを行い、森林の維持管理に努めます。

○森林整備の担い手となる林業従事者を確保・育成し、定着化を図るため、就労希望者への働きかけ、技術

者の養成、林業事業体の雇用の創出、環境の改善に取り組みます。

方向性

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

間伐面積 3,856 4,779 5,159 4,654 4,607 4,417 3,940 2,886 2,302 2,267

うち利用間伐面積 522 563 604 667 490 828 821 766 932 567
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◆間伐等の推進【林政課】

◆治山事業の推進【森林保全課】

◆保安林の適正な管理・保全・指定の推進【森林保全課】

◆林地開発許可制度の適正な運用【森林保全課】

◆利用間伐の促進【林政課】

◆森林経営計画区域内における林道・作業道の整備【林政課】

◆集約化による計画的かつ効率的な施業の推進【林業振興課】

◆森林病害虫、気象害、林野火災対策【林政課】

◆森林ボランティア等推進【緑化推進課】

◆林業事業体の雇用の創出及び改善、労働安全衛生対策【林業振興課】

◆森林組合強化対策【林業振興課】

1 公益的機能の高い森林づくり

2 持続利用可能な森林づくり

3 森林を支える仕組みづくり

施策展開

～「企業参加の森林づくり」とは？～

　県では、社会貢献の一環として森林づくりに参加しようとする企業や団体のみなさんと、自ら

の手ではなかなか手入れのできない森林所有者のみなさんの間を県が橋渡しして協定を結んで

いただく取組を行っています。

　現在活動中の内容は、草や笹を刈る作業や、のこぎりやチェーンソーを使った除間伐などの伐

採作業が多いのですが、植栽や環境教育といった活動もみられます。また、活動には社員や職員

の方だけでなく、ご家族も一緒に参加するケースも多く見られます。みんなの力で緑豊かなぐん

まの森林を守っていきましょう。

コラム
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